
山
形
県
内
で
は
、
８
月
３
日

に
県
都
集
会
を
開
催
し
た
の
を

皮
切
り
に
、
５
日
は
新
庄
、
６

日
に
米
沢
、
７
日
に
は
村
山
と

三
地
区
に
お
い
て
報
告
集
会
と

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
。

23
年
の
長
き
に
亘
る
、
音
威

子
府
闘
争
団
と
の
「
絆
」
が
県

内
全
域
に
行
き
渡
っ
て
い
た
証

で
も
あ
る
。

新
庄
地
区
報
告
集
会
は
新
庄

市
市
文
化
会
館
で
開
催
さ
れ
、

共
闘
・
国
労
組
合
員
約
70
名
が

参
加
。
主
催
者
を
代
表
し
、
岡

田
山
形
県
平
和
セ
ン
タ
ー
議
長

よ
り
お
礼
の
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
、

ま
た
本
部
か
ら
参
加
し
た
濱
中

書
記
長
が
闘
い
の
始
ま
り
か
ら

解
決
に
至
る
経
過
を
報
告
し
た
。

音
威
子
府
闘
争
団
を
代
表
し

参
加
し
た
関
野
副
団
長
は
、

「
重
い
荷
物
を
降
ろ
せ
た
と
い

う
感
じ
。
解
決
し
た
と
い
う
実

感
は
ま
だ
な
い
。
雇
用
問
題
が

解
決
し
た
時
に
、
二
重
の
喜
び

と
し
て
表
れ
る
と
思
う
」
と
現

在
の
心
境
を
述
べ
た
。

ま
た
「
こ
の
闘
い
は
勝
利
と

は
言
え
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

し
か
し
和
解
と
い
う
解
決
を
勝

ち
取
っ
た
と
い
う
意
味
に
お
い

て
は
、
負
け
な
か
っ
た
闘
い
と

言
え
る
の
で
は
」
と
今
回
の
解

決
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
た
。

関
野
氏
は
、
「
こ
の
闘
争
を

支
え
た
力
は
、
①
首
を
切
ら
れ

た
仲
間
同
士
の
団
結
力
②
家
族
・

親
戚
な
ど
身
内
の
支
え
る
力
③

国
労
組
合
員
の
支
え
る
力
④
共

闘
の
皆
さ
ん
の
支
え
る
力
で
あ

り
、
ど
れ
一
つ
欠
け
て
も
本
日

の
お
礼
の
報
告
が
出
来
な
か
っ

た
」
と
述
べ
、
最
後
に
「
こ
の

闘
争
で
全
国
の
多
く
の
仲
間
の

皆
さ
ん
と
い
う
『
宝
』
を
得
た
。

今
後
は
学
び
掴
ん
だ
こ
と
を

皆
さ
ん
に
返
し
て
い
き
た
い
し
、

そ
れ
が
支
援
に
対
す
る
お
礼
に

な
る
と
考
え
て
い
る
」
と
報
告

を
締
め
く
く
っ
た
。

●
列
車
見
張
り
を
省
略
！

▼
福
島
の
あ
る
地
区
の
施
設
系

職
場
で
は
会
社
が
定
め
る
保
安

体
制
を
整
え
な
い
ま
ま
（
列
車

見
張
員
の
一
部
省
略
）
作
業
す

る
場
合
も
あ
る
と
聞
く
。
組
合

員
が
複
数
名
居
る
の
だ
が
。
こ

う
し
た
実
態
に
管
理
者
も
見
て

見
ぬ
ふ
り
。
同
じ
地
区
の
他
職

場
で
は
し
っ
か
り
と
保
安
体
制

を
整
え
作
業
し
て
お
り
、
職
場
・

組
合
員
同
士
で
関
係
が
悪
く
な
っ

て
い
る
。

●
５
人
作
業
を
３
人
で
！

▼
郡
総
で
は
多
く
の
直
轄
作
業

が
４
月
か
ら
外
注
化
さ
れ
、
作

業
員
の
安
全
と
車
両
の
安
全
に

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
車
両
の

耐
圧
試
験
は
配
線
が
し
っ
か
り

と
頭
に
入
っ
て
い
な
い
と
出
来

な
い
。
外
注
化
さ
れ
た
筈
な
の

に
、
呼
び
出
し
が
か
か
る
。

「
行
か
な
け
れ
ば
い
い
の
に
」

と
思
う
が
、
実
際
は
行
っ
て
し

ま
う
。
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ

キ
で
の
作
業
で
は
５
名
で
行
う

と
JR
も
Ｔ
Ｋ
Ｋ
も
知
っ
て
い
る
。

し
か
し
３
名
で
の
要
員
配
置
で

作
業
指
示
。
「
人
が
足
り
な
い
」

と
言
う
と
、
「
応
援
を
頼
む
か

ら
」
と
返
答
は
あ
る
が
、
実
際

は
誰
も
来
な
い
。
ラ
イ
ン
を
止

め
る
わ
け
に
は
・
・
と
、
つ
い

不
安
全
な
体
制
の
ま
ま
や
っ
て

し
ま
う
。
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７
・
９

第
９
回
執
行
委
員
会

７
・
25

東
日
本
運
輸
協
議
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
集
会

７
・
26

地
本
運
転
協
議
会
定
期
委
員
会

７
・
29

団
交
申
12
号

宮
城
野
運
輸
区
に
お
け
る
諸
問
題

８
・
１

安
全
問
題
プ
ロ
・
支
部
業
務
部
長
合
同
会
議

８
・
３

JR
不
採
用
問
題
解
決
報
告
塩
釜
地
区
集
会
（
記
事
）

８
・
３

同
山
形
県
都
集
会
（
山
形
ビ
ッ
ク
ウ
イ
ン
グ
）

８
・
５

同
最
上
地
区
集
会
（
新
庄
市
市
民
文
化
会
館
）

８
・
６

同
置
賜
地
区
集
会
（
米
沢
市
置
賜
総
合
文
化
セ
）

８
・
７

同
北
村
山
地
区
集
会
（
村
山
市
市
民
会
館
）

８月３日、塩釜市ブライ
ダルわかばにおいて、塩釜
地区平和労組会議主催「JR
不採用事件解決報告塩釜集
会」が開催されました。
集会は平和労組小野事務
局長の司会で進められ、最
初に、解決を見ず亡くなら
れた64名の闘争団の仲間に
対して黙祷を捧げました。
続いて庄司議長の挨拶、
そして塩釜市議会で自治体
決議採択に向けご尽力いた
だいた社民党東海林京子市
会議員が来賓として見えら

れ、当時の状況を含め挨拶
を頂きました。
国労本部からは鈴木中央
執行委員から解決に至るま
での経過が報告され、また
仙台闘争団団長の高橋敏夫
さんからは23年間の支援に
対する御礼が述べられまし
た。
最後に仙台地本橋本委員
長から支援の御礼と、引き
続き雇用問題の解決に向け
て奮闘していく決意が述べ
られ報告集会は終了しまし
た。（幸）

 
国
労
本
部
指
導
の
も
と
、
全
国
各
地
に
於
い
て
「
JR
不
採
用

問
題
解
決
報
告
集
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
仙
台
地
本
内
で

は
宮
城
・
福
島
で
県
都
集
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
山
形
を
始
め

と
し
た
各
地
で
報
告
集
会
が
開
催
さ
れ
た
。

雇用問題の解決目指して「がんばろう！」

雇用解決まで団結して頑張ろう！
会議では系統を超えて様々な

職場の実態を出し合い議論を

するが、そこで明らかになっ

たことは・・・・。



江
刺
家
さ
ん
が
エ
ル
ダ
ー

と
な
っ
て
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
職
場
の
労
働
条
件
や

労
働
実
態
を
見
て
来
よ
う
と
い

う
こ
と
で
７
月
10
日
、
東
北
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
を
職
場
訪
問

し
ま
し
た
。

本
当
に
劣
悪
な

職
場
環
境
だ
と
感
じ
た
。

あ
の
丈
夫
な
江
刺
家
さ
ん

で
さ
え
、
腰
痛
や
首
の

痛
さ
を
訴
え
る
ほ
ど
で
あ
る
。

安
全
面
で
も
、
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
は
コ
ン
テ
ナ
が
ぐ
ら
ぐ
ら

し
て
い
て
も
ス
ピ
ー
ド
は
と
て

も
速
く
、
危
険
を
感
じ
た
。

作
業
場
は
外
、
暑
か
ろ
う

が
寒
か
ろ
う
が
、
雨
が

降
ろ
う
が
雪
が
降
ろ
う
が
何
の

対
処
も
な
い
、
大
変
な
と
こ
ろ

で
あ
り
、
何
と
し
て
も
改
善
が

必
要
で
あ
る
。

今
回
、
地
本
・
支
部
・
分

会
で
一
緒
に
職
場
訪
問

し
、
改
め
て
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
確
認
さ
れ
た
。

江
刺
家
さ
ん
の
働
く
場
の
変

更
や
職
場
の
労
働
条
件
の
改
善

が
急
が
れ
る
。

【
ガ
ン
バ
組
立

８
月
３
日

３
２
５
号
か
ら
抜
粋
】

▼
６
月
16
日
、
台
車
振
替
作
業

で
横
行
台
車
を
下
降
さ
せ
た
と

こ
ろ
、
盛
岡
方
が
異
常
に
速
い

速
度
で
降
下
し
台
車
が
傾
斜
、

落
成
台
車
が
ず
れ
て
ピ
ッ
ト
に

引
っ
掛
か
り
停
止
す
る
と
い
う
、

大
事
故
に
繋
が
り
か
ね
な
い
事

故
が
発
生
し
ま
し
た
。

▼
原
因
は
昇
降
ジ
ャ
ッ
キ
の
ね

じ
部
の
剥
離
、
昇
降
用
ね
じ
に

組
み
込
ま
れ
て
い
る
鋼
球
が
摩

耗
・
割
損
し
た
た
め
、
ね
じ
部

の
ナ
ッ
ト
が
抜
け
落
ち
る
状
態

で
急
激
に
下
降
し
た
も
の
。

▼
現
場
の
作
業
者
に
よ
る
と
、

ジ
ャ
ッ
キ
の
異
音
は
約
１
年
半

前
か
ら
発
生
し
て
お
り
、
現
場

か
ら
は
事
務
所
、
設
備
へ
と
連

絡
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
会
社
は
交
換
部
品
の
準
備
は

出
来
て
い
た
模
様
で
す
が
、
交

換
計
画
を
行
っ
て
い
た
の
か
は

不
明
で
す
。
早
急
に
交
換
を
行
っ

て
い
れ
ば

こ
の
よ
う
な
事
故

は
発
生
す
る
こ
と
は
な
く
、
そ

れ
以
前
に
異
音
が
発
生
し
た
時

に
、
徹
底
的
に
調
査
・
修
繕
等
、

し
か
る
べ
き
処
置
を
行
う
べ
き

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

▼
車
体
二
科
で
は
、
極
め
て
重

大
な
事
故
で
あ
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
Ｃ
Ｓ
会
議
を
い
ま
だ
開
催

し
て
お
り
ま
せ
ん
。
ま
た
説
明

会
を
開
催
し
、
事
故
の
状
況
に

つ
い
て
説
明
等
を
行
い
、
「
安

全
性
は
問
題
な
い
」
と
言
い
つ

つ
も
、
社
員
か
ら
の
質
問
に
は

明
確
な
答
え
を
示
す
こ
と
が
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。

▼
今
回
の
事
故
で
は
幸
い
に
も

死
傷
者
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

会
社
の
こ
の
事
故
に
対
す
る
対

応
を
見
る
と
、
会
社
の
安
全
に

対
す
る
姿
勢
に
疑
問
を
持
た
ざ

る
を
え
ま
せ
ん
。

【
団
結

８
月
２
日

３
４
４
号
か
ら
抜
粋
】

▼
久
し
ぶ
り
に
題
字
を
変
更
し

て
み
た
。
や
は
り
「
仙
台
」
は

「
せ
ん
だ
い
」
が
し
っ
く
り
く

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

▼
組
合
員
の
意
見
が
少
し
で
も

反
映
で
き
る
よ
う
に
、
「
わ
た

し
の
声
」
を
新
設
し
て
み
た
。

楽
し
み
で
も
あ
り
怖
い
よ
う

な
気
も
す
る
。
（
昌
）
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７月10日、小牛田農協会館に於いて、小

牛田駅連合分会の退職者激励会が開催され

ました。対象者は6月30日に退職された高

橋光治さんと7月31日に退職された太田博

二さんです。

高橋さんは金成町議会議員、栗原市議会

議員、そして国労議員団の一員として18年

間の議員活動を行い、JRに復職して退職。

また太田博二さんは東日本本部執行副委員

長、そして仙台地本委員長として活動をさ

れてきました。

お二人の経歴から多くの参加者が集い、

分会を代表し宮城分会長が長年の苦労と活

躍を紹介し、労いと激励の言葉を贈りまし

た。

地方本部を代表して参加した橋本委員長

からは、JR不採用問題の解決についての報

告と、お二人に対しての感謝と激励、さら

に組織拡大に向けた決意が述べられました。

乾杯の後には二人に対し、分会からと本

部からの記念品と感謝状、花束が贈呈され、

高橋さん、太田さんからは、今日までの思

い出と今後の抱負が熱く語られました。特

に高橋さんの活躍のエピソードは数多く紹

介され、会場は大いに盛り上がり、明日か

らの活力になりました。（昭）

退
職
の
お
知
ら
せ

７
月
31
日

太
田

博
二
さ
ん

小
牛
田
駅
連
合

エ
ル
ダ
ー

駒
木
根
孝
一
さ
ん

郡
山
駅
連
合エ
ル
ダ
ー

橋
本

友
秀
さ
ん

郡
工

装
置
科

鈴
木

通
さ
ん

小
牛
田
保
線
区

長
い
間
お
疲
れ
様
で
し
た

９/４（土）合唱発表会 13:30開演

９/５（日）大音楽祭 13:30開演

高橋さん夫妻と太田さんを囲んで

▼応募先は
地方本部、国労せんだい「わ
たしの声（仮称）」まで。
FAXは 022-299-7435
メールは
kokurou-sendai@syd.odn.ne.jp

▼氏名、分会名を明記のうえ、
400字以内でお願いします。


